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固定用ベルトの使用が再現性に与える影響
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要 旨

固定用ベルトを併用した （以下， ）による新たな股関節外転筋力（以下，股

外転筋力）測定方法を考案し，その再現性について検討した．

研究 検者内再現性

健常者 名の両下肢 脚を対象とした．固定用ベルトを使用した にはアニマ社製徒手筋力測定機器

を用いた。固定用ベルトを使用しない には酒井医療社製徒手筋力センサ 及び を

使用した．

股外転筋力値は 日目， 日目とも固定用ベルト不使用下（ ， ）に比較し，固定用ベルト使

用下（ ， ）において有意に高値を示した（ ）．ベルト不使用下，使用下での級内相関係

数（以下， ）は，それぞれ ， であった．両測定方法間での筋力差とベルト使用下における筋力

値の間には，有意な相関（ ， ）を認め，筋力値が大きいほど測定方法間での差が大きくなった．

研究 検者間再現性

健常成人 名の両下肢 脚を対象とした．体格の異なる 名の検者によって，研究 と同じ固定用ベルトを

使用した を用いて股外転筋力の測定を実施した．

筋力値は検者 ， の順に ， であり，検者間に有意差は認めなかった．検者間 は

であった．

以上の結果から，今回の固定用ベルトを使用した股外転筋力測定方法は良好な検者内、検者間再現性を有す

ることが明らかとなった．一方、固定用ベルトを使用しない方法は，筋力値の大きな対象群において測定値の

妥当性に問題があるものと考えられた．
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【はじめに】

股関節外転筋力（以下，股外転筋力）は，片脚起

立時における骨盤の安定性に寄与し，立位バランス

能力とも高い関連を有することが知られている ）．

臨床においては，変形性股関節症や下肢関節術後，

あるいは廃用性変化によって筋力低下を生じ易い筋

群であり，跛行や立位バランスの悪化や移動動作能

力の低下の主要な原因となる．通常，股外転筋力の

評価には徒手筋力検査が用いられるが，抵抗量の差

をもって判定する筋力 以上の場合に信頼性が乏

しいことや，筋力の微妙な変化を評価することの困

難性が指摘されている ）．これらの問題に対応し，

筋力の定量化を図るためハンドヘルドダイナモメー

ター（以下， ）が用いられているが，この

にも被検者の筋力が大きい場合や検査者の固

定力が弱い場合に信頼性が低下するといった問題点

が報告されている ）．これらの限界は，臨床にお

ける股外転筋力の客観的な測定方法の普及を困難に

しており，簡便性，信頼性，低価格性などを兼ね備

えた筋力評価方法の開発が必要である．

我々は等尺性膝伸展筋力測定において， に

固定用ベルトを装着することにより再現性が良好に

なることを報告してきた ）．本研究では，より信

頼性のある等尺性股外転筋力測定方法を確立するた

め，固定用ベルトを併用した新たな筋力測定方法を

考案し，その再現性について つの検討を行った．

研究

【目的】

を用いた等尺性股外転筋力測定における固

定用ベルトの有無が検者内再現性に与える影響につ

いて検討すること．

【対象】

健常成人 名（男性 名，女性 名，年齢

歳，身長 ，体重 ）の

両下肢 脚である．なお，股関節の整形外科的疾患

や股関節痛を有する脚はなかった．対象には本研究

の目的，内容を説明し，同意を得た後に測定を行っ

た．

【方法】

に は ア ニ マ 社 製 徒 手 筋 力 測 定 機 器

と酒井医療社製徒手筋力センサー

及び を使用した（図 ）．等尺性股外転

筋力は，ベッド上背臥位，股関節内外転中間位にお

い て， 固 定 用 ベ ル ト 不 使 用 下 と， 使 用 下

（ ）の 条件で測定した．その際，セ

ンサーパッドを当てる位置は膝関節直上の大腿遠位

部外側とした．固定用ベルト不使用下での測定は，

検査者がセンサー部分を大腿遠位部外側に当て，

で行った（図 ）．この際，被検者は，測

定脚とは対側の足部を壁に接した状態とし，痛みを
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図 筋力測定機器



回避するため壁と足部の間およびセンサーを当てる

部位にクッションを挟んだ．また股関節内外転中間

位でベッド上にラインを引き，測定中検者はそのラ

イン上で測定脚を固定するよう努めた．そして測定

脚がベッド上のラインを超えた場合には測定を中止

し，その時点での最大値を採用した．固定用ベルト

使用下での測定は（図 ），センサーパッドを測定

脚の大腿遠位部外側に当て，面ファスナーでセン

サーパッドを同部位に固定した．次いで，ベルトを

両下肢に巻きつけ，対側の大腿遠位部外側とベルト

の間に検者の足部を入れ，検者の体重によって外転

力に拮抗するように固定した．そして股関節が内外

転中間位になるようにベルトの長さを調節した．測

定中はセンサーパッドのずれを防止するため検者が

パッドを固定した．

いずれの測定においても， 約 秒間の最大努力

による股外転運動を左右の脚に対し 分以上の間隔

をあけて 回ずつ行わせ，その最大値を採用した．

つの測定の順序は，ランダムとし，疲労を考慮し

て一側の測定後は反対側の測定を実施した．検者内

再現性について検討するため，これらの測定は，同

様の手順で日を変えて 回行った．全ての測定は

名の検者（女性，年齢 歳，身長 ，体重 ，

右側握力 ，右等尺性膝伸展筋力 ）によっ
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図 固定用ベルト不使用下での股外転筋力測定

図 固定用ベルト使用下での股外転筋力測定



て行った．

分析方法としては，対応のある 検定，級内相関

係数（以下， ），およびピアソンの相関係数を

用いた．いずれの検定も危険率 ％をもって有意と

判断した．

【結果】

等尺性股外転筋力値を表 に示した．股外転筋力

値は 日目， 日目の順に固定用ベルト不使用下に

おいて ， ，固定用ベルト使用下にお

いて ， であった．ベルト使用下の筋

力は 日目， 日目ともにベルト不使用下に比べ有

意に高値を示した（ ）． 日目と 日目の筋

力値は，ベルト不使用下，使用下ともに有意差を認

めなかった．

ベルト不使用下，使用下での は，それぞれ

， であった．

日目のベルト不使用下，使用下間での股外転筋

力の差とベルト使用下における股外転筋力値の関連

についてみた場合（図 ），両者の間にはピアソン

の相関係数 の有意な正相関を認めた（

）．

研究

【目的】

固定用ベルトを使用した による等尺性股外

転筋力測定方法の検者間再現性について検討するこ

と．

【対象】

健常成人 名（男性 名，女性 名，年齢

歳，身長 ，体重 ）の両

下肢，計 脚である．なお，股関節の整形外科的疾

患や股関節痛を有する脚はなかった．対象には本研

究の目的，内容を説明し，同意を得た後に測定を行っ

た．

【方法】

に は ア ニ マ 社 製 徒 手 筋 力 測 定 機 器

を使用し，固定用ベルトを使用した股

外転筋力測定を研究 と同様の方法（図 ）で実施

した．固定用ベルト使用下における検査間再現性を

検討するため，検者は男性 名（年齢 歳，身長

，体重 ，左右平均握力 ，右等尺性

膝伸展筋力 ，以下，検者 ）と，女性 名（年

齢 歳，身長 ，体重 ，左右平均握力 ，

右等尺性膝伸展筋力 ，以下，検者 ）の

名によって行った．検査の順は女性検者が先に実施

し，日を変えて 日以内に男性検者が再度測定した．

【結果】

股外転筋力値は検者 ， の順に ，

であり，検者間に有意差は認めなかっ

た．

検者間 は であった．
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図 測定方法間での筋力差と固定用ベルト使用下に
おける筋力値 日目の測定値

測定方法 等尺性股外転筋力

日目 ベルト不使用

ベルト使用

日目 ベルト不使用

ベルト使用

表 測定結果



【考察】

本研究では， による簡便で信頼性のある等

尺性股外転筋力測定方法を確立することを目的とし

て，固定用ベルトを併用した新たな筋力測定方法を

考案し，その再現性について検討した．

固定用ベルト不使用下，使用下における測定値の

検者内再現性についてみた場合， はそれぞれ

， であった． らは ），股関節外転

筋など筋力の強い下肢筋群を対象とした場合，固定

性の低下から による測定値の再現性が低くな

ることを報告した．これに対し， ）や
）らは，ベルトやフレームによる固定を行った

筋力測定方法を開発し，それぞれ が

， であったと報告している． は通常

以上の場合に，その再現性は優秀であると評価され

ている ）．本研究における は固定用ベルト不

使用下，使用下とも を超えており，固定性に配

慮した先行研究のデータとも差がなかった．よって

本研究における等尺性股外転筋力測定方法は，いず

れも良好な検者内再現性を有するものと考えられ

た．

しかし，同一の股外転筋力を測定したにもかかわ

らず，ベルト不使用下の筋力はベルト使用下と比較

して有意に低値を示した．本研究での固定用ベルト

使用下における股外転筋力値は， の

範囲に分布していた． ）， ）らは，

の力が徒手固定の限界であり，それ以上で

は妥当性が低下すると述べている．また，いくつか

の先行研究において ）， の徒手固定によ

る膝伸展筋力の測定では，測定値は検者の体力に依

存し，体力が低いほど測定値は低値をとること，ま

た，ベルト固定を行った場合，測定値は徒手固定に

比較し有意に高値を取ることが明らかになってい

る．本研究では体力の低い女性検者が測定しており，

股外転筋力値は測定限界といわれる値を上回る値を

多数含んでいた．したがって，検者側の固定力不足

がベルト使用下と不使用下における筋力差につな

がったものと考えられた．今回，ベルト使用下の筋

力が大きい症例で，ベルト使用下の筋力とベルト不

使用下の筋力がより解離したことは上述した推測を

支持する結果と考えられた（図 ）．以上のことから，

ベルト不使用下において良好な再現性が得られたこ

とは，被検者の筋力というよりもむしろ検者の固定

力の再現性をみたためと考えられた．ベルト不使用

下の測定値は妥当性の点で問題が大きく，体格の小

さい検者では外転筋力測定に際して固定用ベルトの

併用が必須と考えられた．

検者間再現性についてみた場合， は で

あり，検者内と同様に良好な再現性を認めた．また，

股外転筋力測定値にも検者間において有意差を認め

なかった．固定用ベルトを使用しない条件下では，

体格・筋力の小さい検者において測定値が小さくな

ることが指摘されている ）．本測定方法において

このような傾向を認めなかったことは，今回のベル

ト固定が，従来の が持つ固定性の弱さを補っ

た結果と推察された．

今回実施した固定用ベルト使用による等尺性股外

転筋力の測定方法は，先行研究 ）に比較し，固

定用ベルトを装着するための特別なベッドやフレー

ムが必要でなく，仰臥位がとれれば場所を選ばずに

検者一人で実施可能である．このことは，多忙な現

場で筋力測定を実施しなければならない理学療法士

にとって有利な点といえよう．今後は，より多数例

での検討を行うとともに，高齢者や疾患群を対象に

したデータの集積を図っていく必要がある．

【結語】

新しく考案した固定用ベルトを使用した股外転筋

力測定方法は良好な検者内・検者間再現性を有して

いた．固定用ベルトを併用しない場合，測定値は低

く出る傾向にあり，筋力値の大きな被検者では，固

定用ベルトの併用が必須と考えられた．
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